
表紙説明：国土地理院は，最新の航空レーザ測量データを基に作成した
基盤地図情報（数値標高モデル）１mメッシュ（標高）の提供を，令和
５年11月30日に開始した。メッシュサイズ１mは，これまで提供してき
た５mメッシュに比べて25倍，10mメッシュに比べて100倍の分解能を
持ち，より細かな土地の状況を表すことができることから，更に精度の
高いシミュレーションが可能となり，ハザードマップの浸水想定や土砂
災害警戒箇所の抽出精度の向上などが期待される。本表紙画像は，新た
に提供を開始した１mメッシュの標高データの細かさを視覚的に示す
ため，これまで提供されてきた５m及び10mメッシュの標高データと隣
り合う場所で連続的に上段から下段へ並べて表示したものである。

本学会のホームページを開設いたしておりますのでご覧下さい。
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